
ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

ジャパン・フード・セレクション

審査レポート

J a p a n F o o d S e l e c t i o n

最上川あわゆき



賞なし 奨 励 賞 銅 賞 銀 賞 ⾦ 賞 グランプリ

商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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ー 2 ー

受賞回・年⽉

最上川あわゆき
グランプリ

柔らかいので⼿で⾷べるには抵抗がありオフィスへの⼿⼟産は不向き

⼭形の美しい雪を思わせる⾊と上品な⽢さ、ふんわり感

ネーミングとその⽂字も柔らかで、優しい菓⼦のイメージ

⾵味がよくかすかに残り、あんの⾹りがまた⾷べたくなる
軽やかな⼝溶けと上品なこしあん、⽣クリームが調和している
⽼舗の企業が開発したというストーリーがほほえましい

開けにくい為、⼦どもが開封するとベタベタにならないか⼼配

和菓⼦か洋菓⼦かが⾒た⽬だけでは分かりにくい

開封しにくく、せっかくの商品のフォルムがつぶれてしまう

無添加の為、温度管理や流通環境によっては注意が必要
商品の特徴がイメージしにくい為、購⼊のハードルになる
トレーサビリティ管理の不⾜

ふわふわ⾷感で⾷べやすい

どの年代にも好まれるサイズ感と味に普遍的な魅⼒がある

第94回（2025年12⽉）

1.5%

95点以上が最も多く、90点以上が約6割に達するなど、審査員から
突出した⽀持を得ました。Webアンケートでも「興味がある」
「買いたい」が約4割と⾼く、ネーミング評価も良好でした。審査
では、淡雪のように溶ける⾷感と優しい⽢さ、⼦どもから⾼齢者
まで親しめる味わいが⾼く評価されています。⼀⽅、繊細な構造
ゆえに崩れやすいという指摘もありましたが、和洋折衷の独⾃性
と⻑年愛されてきた完成度が、強い⽀持につながったといえます。

4.5%

4.5%

1.5%3.0%

3.0%
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

淡雪を思わせる⽩⾊が広がる、上
品でやさしい印象

⽣地表⾯の淡い光沢が⽣む、柔ら
かさを感じさせる透明感

⽩を基調とした優しい明度が作る、
ふんわりとした柔和な雰囲気

丸みを帯びたやわらかな造形が⽰
す、雪のように儚い形状

万⼈が⼿に取りやすい、ほどよい
⼀⼝⼤のサイズ感

ふっくらとした厚みから感じる、
内部の軽やかな空気の層

早春の最上川に舞う淡雪を思わせ
る、儚く優しい存在感

⼿にそっと収まる、⼩ぶりで⾓の
取れた優しい形状

⽣地の⽢い⾹りにほんのり漂う、
上品で控えめなあんの⾹気

淡い⽢さと軽やかな⼝溶けを予感
させる、優しい味わいの気配

指先で沈むほど柔らかく感じる、
ふわりとした繊細な触感

そっと触れたくなるほど柔らかく、
軽やかで繊細な⽣地の状態

ひと⽬⾒た瞬間に淡雪を思わせるやわらかな⽩⾊が印象的で、上品さと清らかさを感じさせます。⾓の取れ
たやさしい四⾓形の姿は、ふんわりとした軽さを視覚的に伝え、⾷べる前から柔らかい⼝どけを予感させる佇
まいです。⽣地表⾯にはほんのりとした光沢があり、内部の空気を含んだ軽やかな質感を想像させる透明感が
あります。サイズも⼿に収まりやすく、⼩ぶりで親しみやすいため、⼦どもから⼤⼈まで気負わず⼿に取れる
存在感を持っています。最上川の雪景⾊をイメージさせる純⽩の⾒た⽬は、視覚的にも季節感や物語性を感じ
させ、⾷べる前の期待を⾼めます。⽢い⾹りは控えめで、⽣地の優しい⾹気が仄かに漂い、あんやクリームの
主張しすぎない匂い⽴ちがバランスのよい⾹りの印象を与えます。触れた瞬間に指先に伝わる柔らかさは繊細
で、崩れそうな儚さの中にこの商品の特徴である軽さがそのまま表れています。
全体として、⾒た⽬・⾹り・触感のすべてが⼀貫してやさしさを感じさせ、⾷べる前から「ふんわりと溶け

るような味わい」を想像させる完成度の⾼い⾷前感が表現されています。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評

ー 4 ー

酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味の主張がなく調和を保つ、穏
やかで優しい味わい

苦味の存在を感じさせない⾵味

⽣地とクリームが溶け合う、やさ
しい旨味のまとまり
⼝に広がる淡い⽢さが続く、控え
めで上品な⽢味の印象
⽣クリームに忍ばせた塩味が引き
出す、穏やかな味の輪郭

和と洋が混ざり合い残る、ふんわ
りと溶ける味覚の調和

⽣クリームとこしあんが重なる、
穏やかに漂う優しい⽢⾹

冷解してすっと馴染む、やわらか
なぬくもりを帯びた優しい温度感

⾆の上で⼒なく崩れ落ちる、極め
て柔らかな軟質の⼝当たり
しっとりと湿り気を含ませた、⽣
地のほどけるような湿感
クリームとあんが寄り添う、軽く
まとまる柔らかな粘性
⾆に触れた瞬間に消える、儚い⼝
どけの繊細な触性

噛みしめても⾳を⽴てない、静か
にほどける無⾳の⾷感

ふわっ、とろり、と消えていく柔
らかい⾷感⾳

⼝に⼊れた瞬間から独⾃の⾷体験が広がり、⾷中の印象にも⼀貫して「やさしさ」と「軽やかさ」が感じられ
ます。まず、酸味や苦味といった強い味の主張はなく、全体の味わいは⽢味と塩味が穏やかで、⽣地・こしあ
ん・⽣クリームがそれぞれ控えめに調和しながら優しい⾵味をつくり出しています。特に和と洋が⾃然に混ざ
り合うまとまりがあり、ふんわりとほどけるような余韻が印象的です。匂いについても主張しすぎず、ほのか
な⽢い⾹りが⼝の中で広がり、⾷べ進めても重たさを感じさせない上品な⾹気でした。温度は冷解後に⾆へ
すっと馴染み、柔らかく溶け込むような⼼地よい温度感が全体の軽さを引き⽴てています。⾷感⾯では特徴が
際⽴ち、⼒を⼊れずに崩れるほどの柔らかさ、しっとりとした湿り気、クリームとあんが寄り添う軽い粘性、
⾆の上で抵抗なく消える繊細な触性が⼀体となって本商品の持つ唯⼀無⼆の⼝どけを形成しています。また、
噛んでもほとんど⾳を⽴てず、静かに溶けていく⾷感が続きます。⽣地と餡とクリームが同時に溶け合う様⼦
や、淡雪のように儚く消えていく状態は、⾷中の時間全体に通して⼼地よい調和を⽣んでいます。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート

ー 5 ー

五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⽢味の余韻が穏やかにほどけ、素材の⾹りが静かに⽴ち上がり
ながら⻑く続く、やさしく澄んだ後味。

季節に左右されにくく、気温差のある⽇でも重たくならずに楽
しめる、安定した⼼地。

⼝に残るやわらかな⽢さと⾹りが、幼い頃の安⼼感を呼び起こ
し、⼩さなご褒美としての記憶。

後に響かない軽やかさで、罪悪感が少ない、⽢未として無理な
く取り⼊れられる快適さ。

五味 評点

酸味 1

苦味 1

うま味 2

⽢味 4

塩味 3

広義の味 評点

ミルキーさ 5

コク味 3

まろやかさ 5

軽やかさ 5

後味のキレ 3

五感 評点

視覚 4

聴覚 1

触覚 5

味覚 5

嗅覚 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

本商品は、卵⽩を丁寧に泡⽴てて焼き上げたメレンゲ⽣地の軽やかな⼝どけと、こしあんと⽣クリームが溶
け合う繊細な味わいが最⼤の特徴です。⼒を⼊れずに崩れる柔らかさは淡雪を思わせ、⼦どもや⾼齢者でも
安⼼して楽しめる優しい⾷感に仕上がっています。⽢さは控えめで上品、あんの存在感を残しつつも全体の
調和を損なわず、和洋折衷のバランスが⾼く評価されました。無添加で丁寧に作られた安⼼感も本商品の魅
⼒を⽀えており、25年以上のロングセラーとしての実績が、味と品質への信頼を裏付けています。

SNS を活⽤した情報発信やオンラインショップ顧客への DM 施策など、広報活動への積極姿勢が評価されまし
た。また、銀座のアンテナショップや空港販売など実店舗での露出拡⼤も認知度向上に寄与しています。ス
タッフの接客やホスピタリティへの意識からも、企業としての丁寧な姿勢が感じられます。⼀⽅で、情報発信
の⼀貫性や製造背景を伝える内容が不⾜しているとの指摘がありました。今後は地域との連携や動画制作を強
化することで、商品の持つ世界観や物語性をより深く伝えることにより、ブランド価値の向上が期待されます。

本商品は、ふわりと軽く、負担感のない⾷べ⼼地が幅広い年代に受け⼊れられやすく、ターゲットの広さが市
場⾯での⼤きな強みとなっています。1個あたりの価格は⼿⼟産や⽇常のおやつにも適しており、コストパ
フォーマンスに優れています。メレンゲ⽣地を⽤いた軽負担のおやつは「やさしい味」「重くない⽢さ」を求
める近年の嗜好にも合致しており、現代の消費者ニーズと相性が良い商品です。また、冷凍流通に適した特性
はEC販売との親和性が⾼く、地域から全国へと販路を広げていく基盤にもなります。

「最上川あわゆき」という名称は、早春の最上川に舞う淡雪の情景を想起させ、⾷感と世界観を的確に伝えて
います。⽩基調の清潔感あるパッケージや、⽑筆調の⽂字が与える上品さも⾼い評価を得ました。⼀⽅で、⾮
常に柔らかい商品の特性から、開封時に崩れやすい点は複数の審査員から改善提案が寄せられています。初⾒
では中⾝の構造やジャンルが分かりにくいとの声もあり、サブタイトルや説明表記の⼯夫により、商品の魅⼒
をさらに伝えやすくなると考えられます。ギフト⽤途にも対応できる完成度の⾼い外観が光る商品です。

本商品は「唯⼀無⼆の和洋折衷スイーツ」という独⾃の⽴ち位置が確⽴されており、淡雪の世界観と⾷体験が
⼀致することで強いブランドアイデンティティを形成しています。創業100年以上の⽼舗としての信頼感や、
ロングセラーの実績もブランド価値を⽀える要素となっています。EC・アンテナショップ・空港と多様な販路
を持つ点も、地域ブランドから全国区を⽬指す上で有効です。⼀⽅で、素材の背景や職⼈技の物語など、ブラ
ンドストーリーをさらに深掘りして継続的に発信することにより、価格や価値の説得⼒がさらに増すでしょう。

国産の原材料を中⼼に使⽤し、無添加の⽅針が⾼く評価されました。放射能検査を実施している点も安⼼材料
となり、幅広い年代に提供できる品質管理体制が整っています。⼀⽅で、卵やあんこなど主要原料の産地・⽣
産背景の情報が⼗分に伝わっておらず、より⾼い安全性を求める消費者に向けて透明性を強化する余地がある
と考えます。トレーサビリティ管理を導⼊することは信頼性向上につながり、全国的なブランドとしての成⻑
において重要ですし、⽶粉使⽤など地域性を活かした原料提案も、今後の価値向上に寄与すると考えられます。
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Mail：info@foodanalyst.jp

六つの要因がいずれも⾼い位置で張り出し、総合的な完成度
の⾼さが際⽴っています。特に、商品の魅⼒や安⼼して選べ
る素材、市場との相性といった根幹部分がしっかり⽀え合い、
幅広く受け⼊れられる基盤となっています。ふわりとほどけ
る⾷感や穏やかな⽢さは、年代を問わず好まれ、購⼊意欲に
直結する強みとして作⽤しています。さらに、商品名の情景
性や⽩を基調とした佇まいが、第⼀印象を柔らかく整え、全
体の世界観を⾼めています。広報や販売施策も印象形成を補
完し、信頼感につながっています。⼀⽅で、包装設計や情報
発信の深さには改善の余地があり、魅⼒をさらに伸ばす次の
ステップとして期待されます。ブランドの世界観と⾷体験が
⼀致している点は⼤きな強みであり、多様な販路展開も全国
的な成⻑を後押しすると考えられます。

本商品に触れた審査員がまず感じていたのは、「やわらかさ」という⾔葉では収まりきれない独特の質感
でした。それは単に柔らかいだけでなく、そっと触れただけで優しく形が変わるほどの柔らかさと、同時に
まとまりを保つ安定感が共存しており、本商品の個性を象徴する特徴として多くの審査員が注⽬していまし
た。この繊細さが⽣み出す軽やかな⾷べ⼼地は、味そのものの良さだけでなく、⾷べたときの体験全体を優
しい⽅向へ導いており、年代や嗜好を問わず受け⼊れられる背景となっています。 ⼀⽅で、開ける際に商
品が崩れやすいという意⾒が複数寄せられました。中央部分に切り⼝が配置されているため、開封時にどう
しても⼒が本体へ直接伝わりやすく、商品の魅⼒が体験の序盤で損なわれてしまう可能性があります。これ
は品質そのものではなくパッケージ構造によるものであり、開封位置の⾒直しや、より軽い⼒で開けられる
⼯夫を取り⼊れることで、改善が期待できます。こうした調整を⾏うことで、本来の良さをより確実に伝え
ることにつながると考えます。さらに、⼿に取りやすい価格帯でありながら特別感を保っている点も評価さ
れました。⽇常のおやつとして気軽に楽しめると同時に、⼿⼟産としても⼗分に成⽴する柔軟性を備えてお
り、幅広い⽤途に応える商品としての強みが感じられます。また、冷凍流通との相性の良さから、地域を越
えた販売展開に向いている点も、可能性を広げる後押しとなっています。 ⼀⽅、初めて⼿に取る⽅にとっ
ては中⾝の特徴がやや想像しにくいという声も寄せられました。本商品の魅⼒は内部にこそ多く宿るため、
魅⼒がより伝わる表現を少し添えるだけでも、消費者の理解が深まり、選ばれやすさがさらに向上すると考
えられます。細部の扱いやすさや情報の伝わりやすさを⾼める⼯夫を重ねていくことで、その静かで穏やか
な魅⼒はより確実に伝わり、今後さらに多くの層から愛される商品へと成⻑していくことが期待されます。
貴社のものづくりへの真摯な姿勢に触れ、今後のご発展を⼼より応援いたします。
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